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１ 構想策定にあたって                         

背景 

世田谷区では、都市計画に関する基本的な方針として「世田谷区都市整備方針（平成２７年

４月）」を策定し、将来目標を実現するためのテーマ別方針の一つとして「みどり豊かで住み

やすいまちをつくる」を掲げています。この中では公園や緑地は、計画的な整備により適正な

配置と面積を確保し、地域の特性にあった整備を進めることとしています。 

また、「世田谷区都市整備方針」の「地域整備方針」における烏山地域のアクションエリア

の方針では、街づくりを優先的に進める地区とその方針を示しており、計画地が位置する北烏

山七丁目地区では、良好なみどり、みずの環境を維持・育成した街づくりを進めることとして

います。 

さらに、緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画である「世田谷区みどりの基本計画

（平成３０年３月）」におけるエリア別の取り組みとして、烏山寺町周辺のみどりの拠点で

は、まとまりのある樹林を大切にするとともに、歴史を感じさせる風景の保全に努め、また広

域避難場所としての維持・向上のため、オープンスペースの確保やみどりの保全を図ることと

しています。 

世田谷区北西部に位置する本計画地は、寺院が多く立ち並ぶ住宅地にある大規模な樹林地で

あり、周辺の寺院及び社寺林とともに地域の風景を特徴づける重要な要素となっており、平成

１４・１５年には「岩崎学生寮のみどり豊かな自然環境の保存に関する陳情書」（署名１万名）

が区へ提出され、地域からも保全について関心が高い場所となっています。 

こうしたことから、みどり豊かで良好な地域の環境を守るため、この貴重な樹林地を区が複

数年かけて土地を取得し、緑地として保全・整備していくこととなりました。 

 

 

 

 

 

出典：世田谷区みどりの基本計画 P.43,44

  

（仮称）世田谷区立北烏山七丁目緑地 

本緑地が位置する「みどりの拠点」

■みどりのネットワーク図 
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計画地の概要 

計画地の概要は、下記のとおりです。 

① 名    称：（仮称）世田谷区立北烏山七丁目緑地 

（都市計画緑地名称：東京都市計画緑地 第１０１号北烏山七丁目緑地） 

② 種    別：都市緑地 

③ 位    置：世田谷区北烏山七丁目１２ 番（一部）、１４ 番（住居表示） 

④ 計画面積：３０，６６０.７９ ㎡（都市計画道路区域含む） 

⑤ 用途地域：第一種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域 

 

位置図 

 

構想の策定の目的 

基本構想とは、「世田谷区基本計画（平成２６年３月）」、「世田谷区都市整備方針（平成２７年

４月）」、「世田谷区みどりの基本計画（平成３０年３月）」、「生きものつながる世田谷プラン（平

成２９年３月）」等の上位計画との整合を図り、緑地整備の基本的な考え方として策定するもの

です。 

今後、基本構想を基に、地域住民との協働のもと、緑地の整備計画づくりを進めます。 
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本緑地の位置付けと役割 

世田谷区みどりの基本計画（平成３０年３月）において、本緑地を含む烏山寺町一帯を「みど

りの拠点」として位置付けています。 

また、生きものつながる世田谷プラン（平成２９年３月）においては、区内の生きものネット

ワークは、骨格的なみどりとみずの軸（国分寺崖線と多摩川）、みどりとみずの軸（緑道、河川）、

みどりの軸（幹線道路の街路樹）、みどりの拠点（大規模の公園やまとまりのあるみどり）、まち

なかのみどり（宅地のみどりや中規模の公園）がつながることで、区内の身近な生きものの移動

が行われ、区内の生きものネットワークが生まれるとしています。また、本緑地は、区の北西端

部に位置することから、区境を越えた広域的な生きものの移動の経由地として、広域的な生きも

のネットワークの形成にも寄与する必要があります。 

以上のことから、大規模緑地である本緑地は、生きものネットワークを形成するうえで、みど

りの拠点・生きもの拠点として、みどり豊かな環境を創り出すことが期待されます。 

また、本緑地を整備するにあたっては、本緑地の特徴を活かしながら、民間事業者による利活

用も踏まえ、緑地利用の増進を図るとともに、税外収入の確保や、地域行政課題への対応など、

総合的な利活用を進めていく必要があります。 

 

出典：1/25000 植生調査「東京」(環境省自然環境局生物多様性センター)をもとに作成

みどりの自然概況図 

上記図は、世田谷区みどりの基本計画（平成３０年４月）第５章エリア別の取り組み（烏山地域）および、生きもの

つながる世田谷プラン（平成２９年３月）の「世田谷とその周辺の生きものネットワークイメージ」、「区内の生きもの

ネットワーク」にある図の内容をまとめたものです。 

【区内の身近な生きものの移動】 

 

【広域的な生きものの移動】 

 

 

出典：生きものつながる世田谷プラン P.46、47

［本緑地］ 
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本緑地の自然資源 

  

 

  

※「重要種」…文化財保護法、絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律、環境省レッドリスト２０２０、東京都レッドリリスト 

２０２０年版に指定・選定されている種 

 

 

 

【北烏山七丁目緑地の自然環境】（右図参照） 

本緑地は、植栽されて大木となった樹林や、ソメイヨシノ等のサクラの木々、都心では貴重なササ藪

や生い茂った竹林、ひざ下程度までの草丈が拡がる草地等、多様な植生で構成され、草地は３割を占め

ています。植栽由来の植物が多く見られますが、マルバスミレやノコンギク等の武蔵野の里地的な自生

種も点在し、緑地全体では約４００種類の植物が確認されています。 

 

【北烏山七丁目緑地にいる生きものの概要】（下図参照） 

地区内には樹林・草地・竹林・水辺など、それほど広大ではありませんが、多様な環境が存在してい

るため、草原性、森林性等の３００種類以上の昆虫が確認されています。特にひざ下程度までの草丈が

拡がる草地で昆虫類が多く、※ニホンカナヘビや※モズ、トンボ類の餌場となっています。朽木で発生す

るタマムシ、コクワガタ、キマワリ、クマバチ、樹木の上に生息するヨツボシオオアリ等、朽木に係わ

る昆虫も多くいます。 

シジュウカラ、メジロ、エナガ、ヒヨドリ、ハシブトガラス等の一般的な鳥類の他に、※オオタカ、※

モズ、※ウグイス等の※重要種も飛来しており、※モズ、※ウグイスは繁殖も考えられます。人工池では、

希少種の※ニホンアマガエルやヤブヤンマが繁殖し、鳥類も水浴び等に利用しています。 

【生きものの概略図】 

(飛来のみ) 

【北烏山七丁目緑地の特徴】 

① 都市では貴重となった藪の存在 

【特徴】本緑地では、都心では貴重な藪が存在しており、昆虫や鳥類、小動物

等の多様な生態系の生息に寄与している状況です。 

② 安定した環境の大径木や朽木 

【特徴】まとまった規模の大径木は蒸散作用により夏の気温を下げ、朽木や立

木は昆虫類の養分となる樹液を出すことから、安定かつ多様性を有し

た生態構造の確保に寄与している状況です。 

③ 樹林、竹林、草地、池等の多様な環境 

【特徴】現状の樹林：竹林：草地の比率は 6：1：3で構成されている中で、人

工池も存在し、多様な環境が一定の生物多様性を形成している状況で

す。 

④ 烏山寺町周辺の自然環境と一体となった立地 

【特徴】本緑地は、隣地の烏山寺町の社寺林や農地と一体的な自然環境を成し

ており、立地条件からも本緑地の生物多様性が確保されている状況

です。 

薄暗い藪環境

朽木（倒木） 

竹林

開けた環境

【自然資源図】

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 



 

5 

 

２ 緑地づくりの基本的な考え方                                                                  

■計画地特性 

 

 

■課題・ポテンシャル 

 

 

 

 

 

 

 

■ 緑地づくりの基本的な考え方 

 

＜立地・周辺環境＞ 

〇本緑地は烏山寺町に隣接しており、上位計画の中では「社寺な

どのまとまりのある樹林を大切にするとともに、歴史を感じ

させる風景の保全に努める」、「みどりの連続性に配慮した風

景づくりを進める」としています。 

〇上位計画の中で、「中規模公園を配置する地域」、「特に公園緑

地が少なく公園緑地を配置する地域」に位置付けています。 

〇周辺公園の多くが街区公園、ぽけっと公園となっています。 

〇本緑地の西側及び東側は、烏山北住宅・日本女子体育大学一体

として広域避難場所に指定されています。 

〇上位計画において、都市整備の基本方針として、「安全で災害

に強いまちをつくる」としています。 

〇年少人口と老年人口が比較的高い地域となっています。 

〇日本女子体育大学前バス停がある道路(烏山通り)を含め、緑

地に接する道路が狭隘になっています。 

＜みどり・自然環境＞ 

〇上位計画において、烏山寺町一帯を「みどりの拠点」に位置付

けており、みどり豊かな拠点同士がつながることで、区内の生

きものネットワークおよび区境を越えた広域な生きものネッ

トワークの形成が生まれるとしています。 

〇上位計画において、烏山寺町一帯を「みどりの拠点」に位置付

けており、武蔵野の面影を残す自然や、在来種の緑化を行うこ

とを地域の将来像としています。 

〇上位計画では、「生物多様性に関わる体験・学習の場づくり」

として、「身近な自然での体験が必要」と記載しています。 

〇上位計画において、「区民や民間事業者との協働による魅力あ

る公園づくり」を進めるとしています。 

〇現在、植栽されて大木となった樹林や、ソメイヨシノ等の桜の

木々、都心では貴重なササ藪や生い茂った竹林、ひざ下程度ま

での草丈が拡がる草地等、多様な植生で構成されています。こ

れにより、哺乳類・鳥類・爬虫類・両生類・昆虫類で重要種が

確認されており、貴重な自然資源を抱えています。 

〇現在、武蔵野自然林を構成する雑木は少なく、スダジイやモッ

コク、サクラ類、竹林などの庭園樹が多数確認されています。 

＜立地・周辺環境＞ 

〇烏山寺町と繋がる「まとまりのある樹林」を大切にし、地域の

環境及び風景に寄与する緑地づくりを行う必要があります。 

⇒ 1 、 2  

〇大規模緑地としての機能を最大限に発揮し、オープンスペー

スとして地域に広く親しまれる緑地を目指す必要がありま

す。                          ⇒ 1  

〇火災延焼防止機能や避難場所としての活用など、安全で災害

に強いまちに資する機能を発揮することが期待されます。 

⇒ 4  

〇年少人口が比較的高いため、子どもから大人まで世代を問わ

ず利活用できる緑地にすることが期待されます。      

⇒ 1 、 3 、 中央 

〇隣接する道路が狭隘であるため、歩行者の安全性が低くなっ

ています。バスを安全に利用できるよう、緑地用地を利用して

バスの待合空間を設け、緑地の外周には歩行者への安全性を

配慮し、歩行者通路を設けます。        ⇒ 歩道状空地  

＜自然・景観環境＞ 

〇生きものネットワークの形成に寄与する「みどりの拠点」とし

て、生きものが生息しやすいみどり豊かな緑地を目指すこと

が期待されます。                   ⇒ 北 、 南 、 中央 

〇在来種を保全・新植し、武蔵野の面影を彷彿とさせる自然環境

をつくり出すことが期待されます。   ⇒ 1 、 南  

〇緑地の中での活動を通して、人と生きものがふれあう場をつ

くることが期待されます。       ⇒ 2 、 3  

〇区民や民間事業者と協働で緑地づくりを行うことが期待され

ます。                ⇒ 3  

〇確認された重要種に配慮しながら、多様な環境を保全・創出

し、生きものの拠点として自然環境豊かな緑地を目指すこと

が期待されます。             ⇒ 1 、 2 、 3  

                      南  

〇サクラ類、竹林などの既存樹を活かした空間の活用が可能で

す。                 ⇒ 北 、 南  

 

「豊かなみどりがあふれる、 

生きものつながる空間づくり」 
 

 1  みどりの保全・創出 

烏山寺町と連続した「みどりの拠点」として、既存樹木を保全す

るとともに、健やかな武蔵野の面影を彷彿とさせる新たなみどり

を創出し、豊かなみどりを感じられる緑地をつくります。 

 2  生物多様性の保全 

生物多様性に配慮した生きもの拠点をつくります。また、地域の

みどりが連続し、拡がることで、生きものネットワークを形成し

ます。 

 3  豊かなみどり・生きものに囲まれた活動・協働の場の創出 

みどり豊かな空間で、子どもから高齢者まで多世代が活動・交流

する場や、「生きものの拠点」として、人と生きものがふれあう場

を創出します。また、地域住民との協働により、緑地のみどりを

守り、育んでいきます。さらに、地域住民の活動等、地域のニー

ズに応じた緑地の活用を見据え、官民連携の視点も踏まえた魅力

ある緑地をつくります。 

 4  みどりを活かした防災・減災 

豊かなみどりを活かし、雨水の流出抑制や地下水の涵養等、グリ

ーンインフラの考え方を取り入れ、地域の環境を改善します。ま

た、大規模な緑地として、火災延焼防止機能の確保、住民の避難

場所の確保などにより、地域の防災に寄与します。 

    :基本的な考え方    :基本構想図内 
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３ 基本構想図                                                                          
上位計画や、現在の自然環境を踏まえ、緑地づくりの基本的な考え方を図にまとめ、以下のとおり示します。 
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４ 設置を検討する主な公園施設                      
「緑地づくりの基本的な考え方」及び「基本構想図」に基づき、設置を検討する主な公園施設

をまとめました。今後、本構想を踏まえ、地域住民との協働による緑地の計画づくりにおいて、

具体的な施設を検討していきます。 

公園施設 施設例 

園路 散策のための歩行者通路 

広場 休息、交流、活動ができる広場 

休養施設 ベンチ、あずまや※等 

便益施設 トイレ※、水飲み等 

管理施設 緑地管理に必要な倉庫※、資材置場※等 

その他公園施設 
飲食・物販、交流や地域住民の活動の拠点等となる建築物※、 

防災に資する施設（防災倉庫※等） 

※…建築物は、世田谷区立公園条例による建蔽率２％（本緑地においては約 600 ㎡）を上限とし 

て、緑地の保全を前提に必要な機能を十分に検討し、計画づくりを進めます。 

 

５ 緑地整備後のイメージ                         
特徴となる樹木等は保全しつつ、健全な樹林の育成のために手を入れながら、この緑地にふさ

わしい緑を新たに加え、豊かな緑地をつくります。また、豊かな自然環境の中での活動や散策な

ど、人と生きものがふれあう緑地づくりを進めます。 

 

緑地整備後のイメージ図 
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６ 事業スケジュール                           
基本構想の内容を踏まえ、ワークショップやイベント等の開催を通して、地域住民との協働に

より緑地の計画づくりを進めていきます。また、住民意見や基本計画の検討内容を踏まえながら、

緑地の利活用の検討及び官民連携手法による公園施設の導入の検討等を進めていきます。 

 

７ 緑地づくりに向けた取組み                       
計画地の現地開放イベント(秋の会)を令和５年１１月１１日(土)、１５日(水)に開催し、延べ

約４００人の地域の方にお越しいただきました。 

イベントでは、緑地事業及び生物資源調査結果の概要に関するパネル展示、過去から現在まで

の計画地周辺の航空写真の展示、アンケート調査等を実施するとともに、椅子やテーブルの貸し

出しを行い、来園者に自由にくつろいでいただきながら、大きく育った樹木など現地に残された

自然を感じるなど、緑地の魅力を知っていただきました。  

     

 また、アンケートでは、「緑地にどのような魅力を感じましたか」という質問に対し、以下のとお

りご回答いただきました。 

■自由回答でいただいた緑地の魅力（抜粋） 

・自然が多く、子どもが葉に触れ、小さな虫を見つけることができた。 

・場所によって風景が違うのが魅力。  ・樹木を間近に見れて、風の音を体験できた。 

・スズカケノキが雄大でシンボリックである。  ・色々な生物がいる。 

 

現地開放でいただいたご意見やご感想も踏まえながら、令和６年度以降、地域の方々にご参加

いただくワークショップや地域の子ども達と一緒に緑地づくりを考える機会等を通して、地域住

民との協働により、緑地の計画づくりを進めていきます。 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度以降

 

基本構想 

 

基本計画 

 

基本計画 

 

基本設計 

 

実施設計 

 

緑地整備・開園 

写真展示の様子 パネル展示の様子 広場の様子 

【住民協働による緑地計画づくり】 

【官民連携手法による 

公園施設の検討】 

【緑地の利活用の検討・地域活動の実践】


